






























































































読書動機に関しては明らかな性差は認められていない（Stutz et al., 2016）。しかし，読書時間，
読書動機，読解力などの間の相互関係における性差についての研究となるときわめて少ない。ま
た，読書時間（読書量）が読書動機と読解力をつなぐ媒介要因であることを示唆する研究はある














































































１．自律的読書動機（勉強） 4.27（1.50） 4.62（0.98） 3.37**
２．統制的読書動機（勉強） 2.00（0.90） 1.93（0.86） 0.85
３．自律的読書動機（楽しみ） 4.16（1.27） 4.62（1.10） 4.06**
４．統制的読書動機（楽しみ） 1.81（0.86） 1.79（0.86） 0.26
５．読書の粘り強さ 4.35（1.08） 4.75（0.94） 4.07**
６．朝の読書の頻度 4.21（1.18） 4.39（1.04） 1.66+
７．朝の読書の時間評価 4.17（1.48） 4.60（1.36） 3.08**
８．朝の読書の冊数 1.54（0.52） 1.55（0.50） 0.07
９．図書室に行く頻度 2.37（1.14） 2.52（1.03） 1.37
10．図書室からの借り出し頻度 2.03（1.02） 2.24（1.06） 2.10*
11．普段の日の読書時間 2.93（1.39） 3.23（1.38） 2.28*
12．調査前日の読書時間 2.38（2.67） 2.67（1.29） 2.39*
13．本を読むことが好き 4.10（1.38） 4.82（1.24） 5.67**
14．読書での感動経験の有無 1.62（0.49） 1.81（0.39） 4.49**
15．読書相互作用 2.82（1.26） 3.44（1.29） 5.02**
（注：+：.05<p<.10, *：p<.05, **：p<.01）
表２　T2の国語学習スキルの男女比較（平均値とSD（かっこ内））
T2国語学習スキル 男子 女子 t-値
１．説明文 2.76（1.26） 2.89（1.16） 1.15
２．物語と小説 3.18（1.29） 3.68（1.11） 4.39**
３．詩・俳句・短歌 3.07（1.33） 3.15（1.14） 0.71
４．作文や文章を書く 2.78（1.43） 3.42（1.35） 4.83**
５．考えや意見の交流 3.17（1.46） 2.89（1.44） 2.05*
















答えてもらった。これらの項目を作成するに当たって参考にしたDe Naeghel et al.（2012）や




























01．本を読むのが好きだから 0.69 －0.16 0.61 －0.13
02．本を読むのが上手になりたいから 0.65 0.13 0.51 0.22
03．家族の人が喜ぶから 0.14 0.60 0.10 0.69
04．先生がいつも本を読むように言うから －0.16 0.51 0.00 0.59
05．本を読むのが楽しいから 0.74 －0.18 0.66 －0.18
06．将来いろいろなことに役立つから 0.68 0.09 0.77 0.05
07．本を読まなければ家族の人ががっかりするから 0.02 0.80 －0.03 0.87
08．家族の人が私に本を読むように言うから －0.03 0.80 －0.02 0.74
09．本を読むことはこころをわくわくさせるから 0.74 －0.11 0.73 －0.06
10．本を読むことは私にとって大事なことだから 0.75 0.06 0.76 0.07
11．家族の人は私が本を読むことを望んでいるから 0.06 0.68 0.12 0.73
12．本を読むことは学校の決まりのようなものだから －0.13 0.41 －0.08 0.54
13．もっとたくさんのことを知りたいから 0.77 0.00 0.77 －0.04
14．高校の受験に役立つから 0.41 0.26 0.56 0.17
15．本を読むないと友だちとの話が合わなくなるから 0.09 0.57 0.05 0.68
16．本を読まないと家族の人に叱られるから －0.10 0.79 －0.13 0.76
17．本を読んで何か新しいことを知ることができるから 0.79 －0.09 0.76 －0.08
18．本を読むといろいろな言葉や漢字を覚えるから 0.62 0.04 0.66 0.06
19．友だちよりも本をたくさん読みたいから 0.33 0.43 0.19 0.42
20．本を読まないと，家族の人がうるさいから －0.06 0.68 －0.11 0.69
固有値 5.797 4.43 5.75 4.92





















男子 女子 男子 女子
β（R2=0.29） β（R2=0.21） β（R2=0.20） β（R2=0.17）
T1の読書関係変数 読書好き  0.25**  0.18*  0.00  0.02
感動  0.02  0.10  0.14*  0.14*
読書の粘り強さ  0.17*  0.18*  0.19*  0.18*
自律的読書動機  0.08  －0.01  0.13  0.10
統制的読書動機  －0.12+  0.10  0.02  －0.03




男子 女子 男子 女子
β（R2=0.19） β（R2=0.25） β（R2=0.10） β（R2=09）
T1の学校での読書
行動
朝読頻度  0.07  －0.02  0.12+  0.09
朝読時間評価  0.24**  0.28**  0.09  0.19**
朝読冊数  0.11  0.18**  0.23**  0.12+
図書室頻度  0.31**  0.23*  0.06  0.06






























男子 女子 男子 女子 男子 女子
T1⇒T2の読書動機の変化 β（R2=0.12）β（R2=0.04）β（R2=0.15）β（R2=0.10）β（R2=0.14）β（R2=0.07）
自律的読書動機の変化  0.37**  0.17*  0.41**  0.31**  0.40**  0.24**




























































がよい，あるいは能力が高いというように自らの能力を過大評価する傾向がある（Leaper et al., 
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小学校児童の読書関連動機の読書行動・国語学習スキルに対する影響（臼井  博）
The effects of reading related motivation on reading behaviors and language skills of elementary 
school children：Focussed on gender-differences
 USUI Hiroshi
Abstract
　We measured the reading related motivation of upper grade elementary school 
children and examined their effects on the reading amount and language and arts 
skills about a half year later.  Generally, girls tended to have more favorable reading 
activities and motivation. That is, girls, in comparing with boys, read books longer, 
got invoved in the reading activies before the school lesson, got higher scores on 
autonomous reading motivation. However, there were no gender differences in 
controlled reading motivation. There were big differences in terms of their parental 
behaviors so that the autonomy supportive behaviors influenced on the amount of 
reading and language and arts skills for boys, and active parental invovement made 
effect on language skills for girls, although longer reading time did not improve 
language skills for boys.
Kew words：  reading mot ivat ion , reading , language and art sk i l l s , reading 
comprehension, gender difference
 （うすい　ひろし　札幌学院大学人文学部教授　発達心理学専攻）
